
　お話のポイントを先生が板書し、子ど
もたちの感想を模造紙にまとめたり、ま
ち歩きで安全・危険な場所をチェック。ト
ンガ噴火に伴う津波警報が出た際には、
子どもたちが保護者とともに高台に避難
するという行動にも繋がりました。

　災害支援のための募金活動を行っていますが、語り
部さんのお話を伺うことで防災意識が高まりました。
地域の防災対策について継続して研究を続け、文化
祭での発表や、
他校生や小中
学生との合同研
修会に繋げて
います。

　防災教育のコツは「災害を我がこととして考えてもらう」ことにあります。
その効果的な方法のひとつが、語り部さんから体験を聴くことで、災害を
「追体験」「疑似体験」することです。ぜひ、ご参加いただき災害を乗り越える
力を身につけましょう。
※参加する子どもたちへのアンケート調査の設計・分析で日赤と連携しています。



津波により自宅も含め住んでいた地区全体が流出。地震の時は、仕事の移
動で内陸部を車で走っている時だった。震災前から地域の避難訓練には参
加し、ハザードマップも確認していたが、2度も海に近い自宅に戻ったため
津波に襲われ、ギリギリで避難をした経験を持つ。なぜ、あの時、自宅に
戻ったのか自分の行動を分析し、伝え続けている。

釡石東中学校3年生の時に、防災担当の整美委員長となる。3年生の3月11日に東日本
大震災が発災し、隣接する小学校の児童とともに避難する。その経験をもとに、2019
年 4月より、いのちをつなぐ未来館職員として語り部・ガイドを行う。2021年5月に誰でも
わかる・取り組むことができる防災教育の推進を目指し、神戸出身の2人の仲間ととも
に株式会社 8kurasu を立ちあげ、現在は結乃社中に所属し語り部として活動中。

福島県富岡町出身。中学1年生の時に被災。自宅のあった場所は2023年
に避難指示解除されて住める場所に。当たり前に暮らしていた家に帰れ
なくなった3月12日。昨日まで遊んでいた友達/学校/町と離れ離れになっ
た事が「当たり前」を見つめ直す契機になり、原発被災地からこれからど
んな社会を目指していけるか問いを発信し続けている。

震災当時、海に近い自宅に高校生の息子と義理の母がいた。大津波警報
が防災無線から聞こえるなか、家族とは連絡が取れず、道路は寸断され自
宅に戻ることはできなかった。翌日、地区全体が津波に襲われ自宅も含め
流出したことを知る。2016年より地区の裏山に逃げた息子の様子がわか
る絵本「なべのなった鐘」を用いながら伝承活動を続けている。

宮城県石巻市で小学2年生の時に被災する。門脇小学校(※現在は震災遺構)か
ら高台へ逃げて助かるも、自宅と学校を津波で失う。進学を機に宮城を離れ、現在
は名古屋大学に通う現役の大学生。未災地での伝承ニーズを感じ、大学1年の秋
から東海地方を拠点に語り部として活動する。活動開始後の約50回の講演のう
ち、半数以上を学校や児童館で行い、子どもから見た東日本大震災を伝えている。

宮城県石巻市出身・在住。震災当日は小学校2年生。学校から帰宅し自宅に
いる時に被災。自宅の1階は津波で被災したが、避難していた２階までは到達
しなかったため自身は難を逃れる。津波は直接見ておらず、避難所生活も経
験はしていないが、津波・火災で当時幼稚園に通っていた6才の妹を亡くす。
2021年夏から語り部として震災の伝承活動を始める。

震災時は自宅で次女（3歳）と過ごしていた。長女（6歳）は高台の私立幼稚園に
いたため安心していたが、その管理下で犠牲に。震災後は、「日和幼稚園遺族
有志の会」を立ち上げ全国への発信を続けている。紙芝居「あいりちゃんから
の命のメッセージ」を用いた伝承活動と共に、2024年に絵本「2人の天使に
あったボク」を出版。

1965年、福島県大熊町生まれ。東日本大震災の津波で家族3人を亡くし、更に
原発事故によって捜索が阻まれる。次女汐凪（ゆうな）の遺骨発見までに5年9
か月を要し、いまだその8割は見つかっていない。そんな経験から「防災」と「豊
かさへの疑問」について考える伝承を続けている。　大熊未来塾代表

震災時は小学校4年生。地震後、家族と車で高台に避難したが、寒さのため自
宅に戻ろうとしてしまい危険な状況に。自宅は全壊したため避難所から小学校
に通った。震災後、多くの人が辛い思いをしたことを知り「事前に知識があれ
ば」という思いと共に、あの時の子どもの気持ちも伝えている。2021年、震災関
連の絵本「ひとりじゃない」を出版し、電子書籍で現在も販売している。

東日本大震災の津波により、銀行という企業管理下で当時25歳の息子を亡くし
た。いのちの大切さや、安全な社会に向けてどうあるべきか、息子・健太より多く
の事を学んだ。この学びを次世代へ繋げるために、いのちを守る防災講演（企
業・組織防災）・いのちの学習の講演をし、命のバトンを渡す活動を続けている。

震災時は高校1年生。石巻市門脇町の実家で祖母と2人の時だった。裏
山に避難せず2階にいたところ、家ごと津波に流され9日後に救出され
た。判断を誤り、多くの人に迷惑をかけてしまった後悔と、メディアでは
奇跡の救出として報じられたことによる世間とのギャップに悩んだ経験
を語る。

震災時は小学校2年生。中学校卒業後、伝承団体「きづなFプロジェク
ト」を仲間と立ち上げ、七ヶ浜町を拠点に県内の小・中学生へ自作の紙
芝居の読み聞かせ活動などを実施。震災当時からの気持ちの変化や、
伝承活動の大切さを伝えている。


